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目的：　幼児の生活行動とは何かを認識し、生活行動が円滑に営まれるための手段とし

ての｢順番｣の発達を明らかにしていくことを目的とする。生活の中でルールとして扱わ

れる場面が多い｢順番｣を、子どもたちは自己制御能力の発達と、対人!司係の深まりの中

で獲得し、利用できるようになっていく。本研究では、子どもが自分中心的なとらえか

ら、自己と他者を把握できるようになっていく育ちの過程を追求し、①｢順番｣としての

行動の発達的変化、②生活行動に反映できる｢順番｣の役割。について考える。

方法：　保育園で、２歳児～５歳児クラスの計100名を対象に、場面観察法によって園

生活における｢順番｣の行動場面をエピソードとして抽出し、筆記で行動を記録した。

｢順番｣は、①自己制御能力の現われ、②枠組みとして与えられるルール。③この両面を

含む全体的把握がでjる行動の３うの観点でとらえた。さらに、無関心・自分中心的・

自他の把握・全体的把握・ルールの利用・慣､習的、の６項目を独自に設定し、抽出した

48例のエピソードの整理・分析を行なった。。

結果：　各エピソードにおける分析項目の出現の仕方から、自分中心的な行動は、年齢

の上昇とともに滅少していた。一方、他者、及び全体の把握の行動は、増加の傾向では

あるが、年長児においてはこの行動は減り、約東ごととして存在するルールを習慣的に

活用する場面が多くなっていた。また｢順番｣の行動に他者が介入する場合があり、特に

保育者の働きかけは、自|Ξ1主張の行動をルールへの従順に移行させる刺激となっている。
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　　　幼児の自己統制行動に関する研究（その5）

一幼児のSelf-regulationの発達的特徴と性差を中心に一

　　　　　　中　田　　栄　（鳴門教育大）

　《目的》本研究では幼児の自己統制の発達とその規定要囚を検討するとともに，社会的価値観への言

及の第一歩として，各年齢ごとにみられる性差に焦点をあて，検討した結果について報告する。

　《方法》(I)対象：４歳から６歳まで幼児をもつ母親を対象とし, 2289枚配布のうち, 2166枚回収,回

収率は94.6％,有効回答数は男児1016:g.女児1022名,合計2038名であった。

(2)手続き・時期:1993年４月，調査用紙を園を通して幼児の家庭に配布し，保護者が記入した。

(3）内容：自己統制については，柏木(1988)の項目を参考にし，自己主張，自己実現に関する項目13項

目. 自己抑制に関する項目27項目の合計Ao項目の質問紙を作成した。

　《結果》幼児の自己統制の40項目について，あらかじめ想定した尺度の妥当性を確認するために，主

因子解を求め，固有値１以上の基準でVarimax法による因子軸の直交回転を行い，単純構造化をはか

った結果，同一傾向の行動を測定している項目からなる次の５因子が抽出された。①意志的・言語的

自己主張，②規律性, ③愛他的統制，④忍耐性, ⑤外的統制。ここでは，第３因子までを分析の対象

として取り上げることにする。

　まず，各年齢ごとの性差に焦点をあて，年齢（5）×性（2）の２元配置の分散分析を行った。第

１因子「意志的・言語的自己主張」の次元では，年齢c主効果が有意であった（P（4,2028）＝4.003。

p＜｡005）。交互作用は有意ではなかった。次に√第２因子「規律性」では，年齢と性の主効果が有

意であった（F（4,2028）= 11. 785, p＜｡001 ；　F（l,2028）'=49.603. pく.001）。交互作用は有意で

はなかった。次に，第３因子「愛他的統制」のでは，年齢と性の主効果が有意であった（F（4.2028）

=7.626, /）＜.OO1；　F（l,2028）=67. 417. pく.001）。交互作用は有意ではなかった。

　以上の結果を要約すると, r規律性」　「愛他的統制」の面において，女児は，全ての年齢段階で得

点が高い傾向が認められた。これらの規定要囚として，今後もさらに，社会的期待や価値観,文化的

要因との関連で，厳密な検討を行い，子どもの自己実現のために，必要な社会的・教育的環境につい

て検討していくことが必要であろう。


